
　

２
０
０
８
年
か
ら
は
、J
I
C
A
の
職
員
と
し
て
、

人
々
が
使
っ
て
い
る
様
子
を
目
に
す
る
瞬
間
は
、

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
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し
て
、
国
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
発
展
を
後
押
し

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
月
27
日
、
タ
イ
政
府
と
の

間
で
、
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ

レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
実
施
合

意
文
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

日
本
と
タ
イ
の
協
働
に
よ
り
、
今
後
４
年
間

に
わ
た
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
み
な
ら
ず
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
含
む
世
界
に
お
け
る

Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｕ
Ｈ
Ｃ
と
は
、
全
て
の
人
が
適
切
な
健
康

増
進
、
予
防
、
治
療
、
機
能
回
復
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
２
０
１
２
年
12
月

の
国
連
総
会
で
国
際
社
会
の
新
た
な
共
通
目

標
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
は
、
昨
年
９
月
に
政
府
が
策
定
し
た
「
平
和

と
健
康
の
た
め
の
基
本
方
針
」
で
政
策
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
50
年
以
上
に
及
ぶ
日
本

の
健
康
保
険
制
度
運
営
や
高
齢
者
医
療
の
経

験
に
基
づ
き
、
タ
イ
関
係
者
を
日
本
に
招
へ

い
す
る
ほ
か
、
日
本
の
専
門
家
を
現
地
に
派

遣
し
て
技
術
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

タ
イ
は
、
２
０
０
２
年
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
カ
バ
レ
ッ
ジ
制
度
」
を
開
始
し
、
今
日
ま

で
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
の
医
療
保
障
制
度

加
入
を
実
現
し
ま
し
た
。
同
国
は
、
低
、
中

所
得
国
の
中
で
も
早
期
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
達
成
し

た
経
験
を
生
か
し
、
近
年
で
は
積
極
的
に
他

国
へ
の
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
国
内
で
は
、
医
療
費
の
公
的
支
出
増

加
や
、
急
速
な
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
医

療
財
政
の
持
続
性
や
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
さ
ら
に
、
制
度
の
運
営
管
理
の
改

善
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
同
事
業
で
は
、①

高
齢
化
に
対
応
し
た
持
続
的
な
Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関

す
る
タ
イ
政
府
へ
の
政
策
提
言
と
、
タ
イ
の

保
健
医
療
に
従
事
す
る
人
材
の
能
力
強
化
、

②
Ｕ
Ｈ
Ｃ
達
成
を
目
指
す
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
各
国
へ
の
支
援
と
学
び
合
い
の
促
進
、③

Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関
わ
る
経
験
や
教
訓
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
発
信
―
の
３
つ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

日
本
と
タ
イ
は
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
全
て
の
人
が
基
礎
的
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
世
界
を
目
指

し
、
世
界
の
保
健
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

日・タイがＵＨＣのグローバル展開に協力 01

03東部アフリカの電力供給の安定化に貢献
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
月
15
日
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

政
府
と
の
間
で
「
ケ
ニ
ア
―
タ
ン
ザ
ニ
ア

連
系
送
電
線
事
業
」
に
つ
い
て
、
１
１
８

億
４
７
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
円
借
款

貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
２
０
０
０
年
以
降
の
経

済
成
長
率
は
年
率
約
６
％
で
、
電
力
需
要

も
同
約
10
％
伸
び
て
い
ま
す
が
、
発
電

設
備
の
老
朽
化
や
渇
水
時
の
水
力
発
電
量

の
低
下
な
ど
が
原
因
で
需
要
を
満
た
せ

ず
、
社
会
経
済
活
動
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
拡
大
す
る
電
力
需
要

へ
の
対
策
と
し
て
、
安
価
で
安
定
的
な
電

力
を
地
域
内
で
融
通
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
東
ア
フ
リ
カ
で
は
、
豊

富
な
包
蔵
水
力
を
持
つ
エ
チ
オ
ピ
ア
か

ら
、
ケ
ニ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
の
融
通
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
ケ
ニ
ア
南
部
の
カ
ジ
ア

ド
郡
イ
シ
ニ
ャ
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
中
部
の
シ

ン
ギ
ダ
州
シ
ン
ギ
ダ
を
結
ぶ
送
電
線
と

関
連
変
電
所
の
整
備
を
通
じ
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
国
内
の
安
定
的
な
電
力
供
給
と
東
部

ア
フ
リ
カ
地
域
の
電
力
融
通
の
促
進
を

目
指
し
ま
す
。

02　北岡理事長がイラクとヨルダンを訪問
　

北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
１
月
25

日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
イ
ラ
ク
と
ヨ
ル
ダ

ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
就

任
後
、
中
東
地
域
を
訪
問
す
る
の
は
初
め
て

で
す
。

　

イ
ラ
ク
は
、
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
る
財

政
難
や
国
内
避
難
民
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
北
岡
理
事
長
は
、

ア
バ
ー
デ
ィ
ー
首
相
ら
政
府
要
人
と
面
談
し
、

同
国
の
復
興
と
安
定
の
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
人
材
育
成
を
中
心
と
し
た
支
援
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

自
国
の
人
口
の
１
割
以
上
に
相
当
す
る
シ

リ
ア
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
上
水
道
分
野
の
無
償
資
金
協

力
や
難
民
障
害
者
の
支
援
な
ど
、
包
括
的
な

支
援
を
展
開
し
、
そ
の
負
担
軽
減
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
国
王
は
北
岡
理

事
長
に
、
こ
れ
ら
の
支
援
に
つ
い
て
謝
意
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
北
岡
理
事
長
は
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
、
難
民
女

性
の
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
た

ほ
か
、
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
青
年
海

外
協
力
隊
と
面
会
し
て
、
そ
の
活
動
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。 

署名式の様子

パレスチナ難民キャンプの自宅で香水作りを実演する
女性
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イ
ン
フ
ラ
支
援
を
目
指
す


